






















































































































































































































































































































of of Number竃 Tも　　了12　B3264c　　6
Exam．Tested
1375
4 仙 7 16 1（14）　5（刀）　｝
5 与2 6 1身 2（33）　3（50）　1
6 南3 5 12 1（20）　3（60）　1
7 向1 5 12 2（趨O）　3（60〕
8 向2 3 7 1〔33）　2（67）
3 均2 7 17 1（1り　5（ブ1）
10 39 4 10 勾〔100）
ll 勾。 為 10 与（100）
12 如 6 r5 2（33｝　ら（6ア）
1976
1 均2 7 17 南（57）　3（向3）
2 亀1 9 22 η（嬉）　3（33）　1 1
3 勾2 13 31 5（39）　7（5⇔　　1












oF of Nu旧b2r’ Tな　　T12　Tll　T28　u【C　　　F　　　G
Exam．Te5【ed
！9ア5
な 埴 7 16 3（向3）　2（29）　　　　　1 i
5 嫡 7 16 2（2q）　2（2q〕　　　　1　1 1
6 よ山 6 1辱 向〔らフ）　　　　　　1 1
7 へ3 8 1q 3（38｝　3〔36）　　　　　1 1
8 42 6 1々 1（17｝　3〔5ω　　　　　　　1 1
q 鞠2 q 21 2（22）　5（5臼　　　　　　r 1
1n 畠1 15 37 9（60）　3〔2∩）　　　　　2
11 41 13 32 フ（5り　3（23｝　　　　　1 I　　　l
12 南1 B 32 8〔62）　1（ε｝　　　　　　2 I　　　l
1976
亀1 i2 2『 7（58｝　2（171　　　　　　2 1
2 42 13 31 ら（31＞　7（5嚢＞　　　　　2
3 、2 12 23 2い7）　蝋33）　2　　　31










Daヒe 閥umber TType（Gr・up　A）Groupof of Number匙 T塩　丁12・B32砧　utF　6
Ex避m． Tested
1975
、 妬3 10 23 2120）㍉（㍉o）　η
5 43 13 30 3（23）5（39）　5
6　’ ら3 6 凶 1（17）3（50）　2
7 40 8 20 3（38）2（25）　3
8 勾1 丸 10 2（50）1（25）　1
9 41 6 15 3（50）1（17）　2
10 39 7 18 奴5ガ1（瑚　　2
11 33 5 13 1（20）1（20）　3
12 39 7 18 奴5ア）1（勘　　2
1976
1 奪1 9 22 5（56）1〔11）　2 1
2 36 8 225（63）　　　　I　　l 1
3 40 11 286（55｝1（9》　2　1 ！


















































































1 8 3 ち 15
2 2 2 1 5
3 有 6 2 12
自 3 3 4 10
5 1 4 2 7
6 0 1 0 1
7 1 0 自 5
8 1 1 0 2
， 1 0 2 3
10 1 0 1 2
11 o 1 o 1
12 o 3 0 3
Number
of 22 24 20 66
Carrier
Number
of 南2 ら2 身D 12塩
丁ested














































o「 AGG Aso ASK
Examh己tion
唖
10！2P75 X　　　87 122 95

















































































































































































































8 前川・他 学童の咽頭溶レン菌持続保菌者 札幌医誌1977
狸紅熱対．策協議会から．の研究補助金により行われた．
　本研究の要旨は，第49回日本細菌学会総会と．第50回日
本感染症学会総会において発表した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和51。6．22受理）
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